
２
０
０
０
年
４
月
に
始
ま
り
、

13

年
目
を
迎
え
た
介
護
保
険

制
度
は
、
３
年
ご
と
に
保
険
料

が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
５
期

目
の
保
険
料
改
定
案
が
、
３
月

議
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

年度 検討など

昭和 49 年

1973 年

本庁舎・議会棟の建設

平成 8 年

1996 年

本庁舎に耐震改修工事

耐震指標（Ｉｓ値）を 0.73 に

平成 17 年

2005 年

庁内に庁舎建設検討委員会設置

経営企画部に「庁舎建設準備室」

平成 18 年

2006 年

「新庁舎建設基本構想」（案）策定

庁舎増築基金を建設基金に改正

平成 19 年

2007 年

総務部に「庁舎建設課」設置

「新庁舎建設基本計画」（案）策定

整備費１４０億円 ２万７千㎡

平成 21 年

2009 年

１月、新庁舎建設の一時中断
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３
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
新
年
度
予
算
の
特
徴
の
一
つ
は
、
一
時
中
断
さ

れ
て
き
た
新
庁
舎
建
設
の
再
開
で
す
。
２４
年
度
予
算
に
は
新
庁
舎
建
設
の

基
本
設
計
・
実
施
設
計
費
な
ど
１
億
７
４
８
４
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
は
１
４
対
６
で
可
決
し
ま
し
た
が
、
反
対
し
た
議
員
６
名
は

い
づ
れ
も
反
対
理
由
の
一
つ
に
新
庁
舎
建
設
の
再
開
を
挙
げ
ま
し
た
。

ど
の
程
度
の
財
源
を
必
要
と
す
る
の
か
、
国

か
ら
の
交
付
金
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
、

現
時
点
で
は
、
ま
だ
そ
の
見
通
し
は
不
透
明

で
す
。

市
は
平
成
２７
年
度
ま
で
の
災
害
復
旧
費

を
約
３
０
２
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
、
国
県
支
出
金
は
約
７３
％
に
と

ど
ま
り
、
残
り
は
自
前
で
確
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
は
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
液

状
化
対
策
に
国
の
震
災
復
興
交
付
金
を
約

２
４
８
億
円
申
請
し
ま
し
た
が
、
交
付
額
は

わ
ず
か
６
９
５
４
万
円
に
と
ど
ま
る
こ
と

建
て
替
え
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
庁
舎

建
設
を
一
時
的
に
中
断
す
る
理
由
と
な
っ

た
経
済
情
勢
は
ど
の
程
度
回
復
し
た
の
か
、

そ
の
根
拠
を
は
っ
き
り
と
説
明
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
市
当
局
か
ら
の
確
た

る
説
明
は
な
に
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
部
局
で
は
復
興
に
必
要
な
財
源
を
捻

出
す
る
た
め
に
、
２３
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
て
約
２
％
か
ら
２６
％
も
の
減
額
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
ぽ
う
で
庁
舎
建
設

を
所
管
す
る
総
務
部
は
全
体
で
１９
％
も
の

増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
市
政
運
営
の
優
先
的
課
題
の

一
つ
が
震
災
復
興
・
復
旧
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
大
な
人
材
と
財
源
が
新
庁
舎
建

設
の
た
め
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

庁
舎
建
設
は
、
０５
年
に
庁
内
に
「
庁
舎

建
設
準
備
室
」
を
設
置
、
０７
年
に
は
基
本

計
画
案
が
市
民
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
０９
年
１
月
、「
不
透
明
な
日
本
の
経
済

情
勢
」
「
先
の
見
え
な
い
社
会
情
勢
」
な
ど

を
理
由
に
「
一
時
中
断
」
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

庁
舎
の
建
て
替
え
理
由
は
現
庁
舎
の
狭

あ
い
化
・
老
朽
化
で
す
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
は
庁
舎
建
て
替
え
計
画
そ
の
も

の
に
異
議
あ
り
の
声
が
７
割
を
占
め
る
な

ど
、
市
民
世
論
が
一
時
中
断
を
決
断
さ
せ
る

力
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

が
、
３
月
議
会
後
の
臨
時
議
会
で
あ
き
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

多
額
の
建
設
費
用
を
充
て
ね
ば
な
ら
な
い

新
庁
舎
建
設
の
再
開
は
、
市
民
の
理
解
は
得

ら
れ
な
い
も
の
と
判
断
し
反
対
し
ま
し
た
。

＜日本共産党＞
元木美奈子
みせ麻里

＜無会派＞
折本ひとみ
広瀬明子
柳毅一郎

＜みんなの浦安＞
水野 実

今
後
の
災
害
復
旧
や
再
液
状
化
対
策
に

介
護
保
険
料
は
所
得
の
少
な

い
人
ほ
ど
負
担
割
合
が
重
く
、
支

払
い
能
力
に
応
じ
た
負
担
に
軽

減
す
る
こ
と
は
保
険
料
見
直
し

に
当
た
っ
て
の
課
題
の
一
つ
で

す
。日

本
共
産
党
は
、
こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
所
得
段
階
を

増
や
し
て
細
分
化
を
す
る
よ
う

提
案
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
ス
タ
ー
ト
時
は

５
段
階
の
区
分
で
し
た
が
改
定

ご
と
に
細
分
化
し
、
現
在
は
10

段
階
で
す
。
第
５
期
で
は
14
段

階
の
区
分
変
更
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

介
護
保
険
料
は
高
齢
者
が
増

え
て
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増

え
れ
ば
そ
の
分
、
保
険
料
が
高
く

な
る
仕
組
み
で
す
。

保
険
料
を
安
く
す
る
た
め
に
は

国
の
負
担
割
合
を
増
や
す
と
と
も

に
、
自
治
体
が
介
護
保
険
特
別
会
計

に
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ

と
が
、
な
に
よ
り
の
対
策
と
な
り
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
保
険
料
軽
減
に

一
般
財
源
の
繰
り
入
れ
を
強
く
求

め
て
き
ま
し
た
。

浦
安
市
は
介
護
保
険
事
業
計
画

の
第
３
期
、
18
年
・
19
年
に
一
般

財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
保

険
料
を
抑
え
た
実
績
が
あ
り
、
他
の

自
治
体
関
係
者
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

第
５
期
に
つ
い
て
は
、「
介
護
給

付
費
準
備
基
金
」
と
「
千
葉
県
の
財

政
安
定
化
基
金
の
取
崩
し
」
の
活
用

に
留
め
、
一
般
財
源
繰
り
入
れ
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
第
４
期
へ
の
改

定
時
に
は
、
基
準
月
額
３
７
８
０
円

を
そ
の
ま
ま
据
え
置
き
第
３
期
と

同
額
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
第

４
期
か
ら
第
５
期
へ
の
改
定
は
３

２
０
円
増
の
４
１
０
０
円
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
市
の
基
準
月
額
と
し

て
は
最
高
額
に
な
り
ま
す
。

基準月額

第１期

2,665 円

第２期

3,081 円

第３期・４期

3,780 円

第５期

4,100 円



に
任
せ
た
り
、
自
治
体
の
直
営

時
に
比
べ
て
賃
金
を
安
く
す
る

な
ど
を
問
題
視
し
て
、
指
定
管

理
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

労
働
法
令
の
遵
守
や
労
働
条
件

へ
の
適
切
な
配
慮
が
さ
れ
る
よ

う
自
治
体
に
要
請
し
て
い
ま

す
。日

本
共
産
党
は
３
月
議
会
代

表
質
問
で
、
長
期
包
括
責
任
委

託
は
指
定
管
理
者
制
度
と
同
様

の
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
し
、

現
在
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働

者
の
働
き
場
所
や
労
働
条
件
の

確
保
は
担
保
さ
れ
る
の
か
質
問

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
託
企

業
に
義
務
づ
け
る
公
契
約
条
例

の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

答
弁
に
立
っ
た
都
市
環
境
部

長
は
「
雇
用
等
に
つ
い
て
は
契

約
事
業
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。

代
表
企
業
と
協
力
会
社
は
事
業

提
案
で
の
地
域
へ
の
配
慮
が
さ

れ
る
も
の
と
期
待
す
る
」
な
ど

ど
答
え
「
そ
の
他
の
事
業
者
に

つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
こ

と
を
認
め
ま
し
た
。

行
財
政
の
効
率
的
な
運
営

は
、
地
方
自
治
体
が
国
民
・
住

民
の
税
金
を
財
源
と
し
て
い
る

以
上
、
当
然
の
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
た
め
に
、
地
元
事

業
者
が
仕
事
を
失
い
、
不
安
定

雇
用
の
労
働
者
が
増
大
す
る
と

い
う
の
で
は
「
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
」
と
い
う
自
治
体

本
来
の
使
命
を

放
棄
す
る
に
等

し
い
も
の
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

新
年
度
か
ら
今
後
１０
年
間
、

市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運

転
、
点
検
、
修
繕
、
部
品
の
調

達
な
ど
を
一
括
し
て
同
一
企
業

に
委
託
す
る
長
期
包
括
責
任
委

託
の
受
託
事
業
者
が
昨
年
１２

月
に
「
荏
原
環
境
プ
ラ
ン
ト
株

式
会
社
グ
ル
ー
プ
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
市
の
ゴ
ミ
処

理
施
設
を
施
工
し
た
「
荏
原
製

作
所
」
の
子
会
社
で
あ
り
、
現

在
の
運
転
事
業
者
で
あ
る
「
荏

原
環
境
プ
ラ
ン
ト
㈱
」
を
代
表

企
業
と
し
、
㈱
ク
リ
タ
ス
と
㈱

浦
安
清
運
を
協
力
会
社
と
し
て

い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
ゴ
ミ

処
理
施
設
、
不
燃
・
粗
大
ゴ
ミ

処
理
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
、
し
尿
処
理
施
設
の
４
施
設

か
ら
な
り
ま
す
が
、
４
つ
の
既

存
施
設
を
一
体
的
に
委
託
す
る

の
は
、
国
内
で
も
初
め
て
で
す
。

新
年
度
予
算
に
は
２４
年
度
分

の
委
託
料
１２
億
２
５
７
５
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

長
期
包
括
責
任
委
託
は
「
管

か
ら
民
へ
」
の
構
造
改
革
政
策

の
も
と
で,

公
共
業
務
を
市
場

化
・
民
営
化
す
る
事
業
手
法
の

一
つ
で
す

一
方
、
総
務
省
は
２
０
１
０

年
１２
月
に
指
定
管
理
者
が
管

理
す
る
施
設
で
死
亡
事
故
な
ど

が
相
次
い
で
起
っ
た
こ
と
を
受

け
て
、
仕
事
を
非
正
規
職
員

学
校
給
食
の
食
材
に
含

ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
検

査
を
浦
安
市
で
も
実
施
し

て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が

市
民
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

浦
安
市
内
の
学
校
、保
育

所
の
給
食
は
市
場
に
流
通

し
て
い
る
食
材
を
購
入
し
、

調
理
さ
れ
、
提
供
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
流
通
し
て
い

る
農
産
物
等
は
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
が
中
心
で
す
。

昨
年
は
、千
葉
県
内
の
給

食
に
放
射
性
物
質
に
汚
染

さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
牛
肉

が
使
用
さ
れ
、放
射
性
物
質

の
検
査
態
勢
を
強
化
す
る

た
め
に
、
検
査
機
器
を
市
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
導

入
す
る
こ
と
を
日
本
共
産

党
は
、
昨
年
９
月
・１２

月
議

会
で
求
め
ま
し
た
。

文
科
省
は
、学
校
給
食
の

放
射
性
物
質
の
有
無
や
量

を
把
握
す
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
事
業
」
を
千
葉
県
含
む

17

都
県
の
教
育
委
員
会
に

委
託
し
、
平
成
24

年
度
よ

り
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
市
は
、
日
本
共
産

党
の
質
問
に
答
え
て
、
「
先

行
実
施
と
し
て
、
３
月
に
浦

安
市
千
鳥
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
給
食
に
つ
い
て
検
査

を
受
け
る
内
定
通
知
が
あ

っ
た
こ
と
、
保
育
園
の
給
食

に
つ
い
て
は
、
事
前
審
査
は

可
能
で
あ
る
と
県
か
ら
回

答
が
あ
り
手
続
き
を
行
う

こ
と
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

元
木
美
奈
子

美
勢

麻
里

秋
葉

要

田
村

耕
作

中
村
理
香
子

岡
本

善
徳

醍
醐

誠
一

西
山

幸
男

岡
野

純
子

辻
田

明

深
作

勇

末
益

隆
志

宮
坂

奈
緒

水
野

実

芦
田

由
江

宝

新

西
川

嘉
純

長
谷
川
清
司

折
本
ひ
と
み

柳

毅
一
郎

広
瀬

明
子

平成２４年度浦安市一般会計予算 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●

平成２４年度から２６年度までの浦安市介護保険料
の保険料率を改正する条例について

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

浦安市東日本大震災復興交付金基金条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制
定を求める意見書（日本共産党提出）

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

「骨格提言」を尊重した障害者総合福祉法の制定を
求める意見書（日本共産党提出）

○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 議 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

「浦安市議会議員の議員報酬減額を検討する特別
委員会」の設置について

○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

東日本大震災復興交付金事業に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

否決
４対１６

●
：
反
対

議
：
議
長

可決
１４対６

可決
満場一致

否決
６対１４

みんな
の浦安

○
：
賛
成

日本
共産党

公明党 きらり浦安 みらい復興浦安 無会派

否決
６対１４

可決
満場一致

可決
１７対３

「
浦
安
市
内
の
放
射
線
量
が
高

く
な
っ
て
い
て
心
配
」
と
い
う

お
母
さ
ん
方
か
ら
の
声
に
応
え

て
、
２
月
19
日
か
ら
毎
週
１
回

(

大
雨
時
は
延
期)

、
浦
安
市
内

の
公
園
に
て
、
お
母
さ
ん
方
と

放
射
線
量
測
定
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
９
ヶ
所
の
公
園
等

の
中
心
・
生
垣
・
砂
場
・
ベ
ン

チ
・
遊
具
・
水
呑
場
等
を
高
さ

０
㎝
・
50
㎝
を
目
安
に
、
１
ヶ

所
１
時
間
～
２
時
間
以
上
か
け

て
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

測
定
結
果
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
ガ
ン
マ
線

だ
け
で
な
く
、
ベ
ー
タ
線
が
検

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
老
朽
化
し
た
苔
の
生
え
た

木
の
遊
具
や
ベ
ン
チ
の
上
や
下

で
は
、
30
β
検
出
さ
れ
た
箇
所

も
あ
る
の
で
す
。

人
が
安
全
だ
と
言
え
る
放
射

線
の
量
は
、
１
年
間
に
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。

そ
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
、
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ベ
ン
チ
や
遊
具
が
あ
る
こ

と
も
確
認
し
て
い
ま
す
。

市
へ
対
策
を
強
化
す
る
よ

う
、
日
本
共
産
党
は
一
層
力
を

入
れ
て
求
め
て
い
き
ま
す
。

＜⽇本共産党の財源案＞
消費税の⼤増税ではなく、
軍事費を１兆円けずり、む
だな⼤型開発を中⽌する
ことで５兆円。
⼤企業・⼤資産家へのゆき
すぎた減税を⾒直し、経済
⼒に応じた負担を求める
などで７兆円。
合計１２兆円の財源をつ
くります。


